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■本ガイドブックについて 

 

本ガイドブックは、「⾸都圏を中⼼としたレジリエンス総合⼒向上プロジェ
クト」のデータ利活⽤協議会に設置された 8 つの分科会のうちの⼀つである
IoT 技術活⽤分科会が作成したもので、データ連携に造詣の深い⼀般財団法
⼈⽇本情報経済社会推進協会様に監修を頂いております。 

 
データ利活⽤協議会は、⾸都直下地震などの災害にそなえ、国⽴研究開発

法⼈防災科学技術研究所が⼤学等の研究者や賛同する企業・組織と共にオー
ルジャパン体制で推進するため、防災分野における企業・組織の課題解決、
事業継続能⼒の向上に資することを⽬的とした協議会です。 
＊データ利活⽤協議会、並びに⾸都圏レジリエンスプロジェクトの詳細につ

いては付録をご覧下さい 
 
本紙に記載されている内容については、IoT 技術活⽤分科会が責任を有す

るものですが、個別の取組に関する内容については、原則として頂いた情報
をそのまま掲載しておりますので、直接お問い合わせ頂くようお願い致しま
す。 
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なデータを み し、作り すコト、 で作ら た なデータを ・ に できる
コト、 のビッ データを ー に合わせて 、 に計 できるコト 、データ利活⽤として 要で
す。 は ービス けでな 、防災に る分 でも 要な要 です。 で、防災分 における ・
組 の課題 、事 の に する とを とした データ利活⽤協議会（以後、デ活）
を し、活動を 進してきました。 

た分科会の内、IoT 技術活⽤分科会では、IoT を活⽤し なデータを み し、 を
に しな ら、 で な計 を 組みを し、災害時にデータを有 かつ適時に活⽤する

とを す産官学の 集した分科会です。 
の分科会には、 々な IoT ン ーを 、 のデータを集 るク ウドや IT ン ー 、
を計 ・分 できるコン ーター や学術、 。 して有事の にデータを活⽤する 体や
者 いました。 
わ データ利活⽤を で例え 、最 の （データ）と （ク ウド、 コン ータ

ー、シ ーシ ン学術)、 らを する （ 体、 関） た分科会です。 

の活動においては、 々の事 やテーマの クティビティを で、 で ら る成 や課題を
り、災害時における きな課題 や 成を協議し実 を計 してきました。 

な とに、コロナ において よ な参集や実 の ィールドでの実 は ておりませ 、
る きタイ ン で 実 できるよ 、 々の クティビティと を組み合わせた活動計 を
りとしたた る事で の活動につな ていきたいと えています。 

で、IoT 技術活⽤分科会の防災に関するデータ連携の有 と課題、防災分 のデータ連携の
な取り組みについてまと たガイドを作成する とにしました。 
防災関 者をは 、データ連携を から進 よ とする⽅々 の参 とな いです。 

令和 4 年 3 ⽉ IoT 技術活⽤分科会 会    
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2011 年 3 ⽉の ⽇本 災は、マ ード 9 0、最 （ 部の ）と
⽇本 内 最 規 、 でも の規 の によるもので、 害も なり、
者約 2 、 ⽅ 者約 3 、 約 12 、 28 と 有の 災となりまし
た。また、 年では、 以 でも、令和元年に て けに した台⾵ 15 号、台⾵ 19 号や
令和 2 年 12 ⽉集 降 、災害 発している状況に ります。 

災・ に けては、各 体では 防災計 を 、関 関との連携や対 を
けてはいるものの、 年発 する災害をみると、 までの を かに 回る 、規

となり、 まで以 に での状況の 、連携した対 要となります。 
のよ な 、IoT 技術の進 に い、データ取 ・ とい たデータ利⽤ いつつ

り、今後の災害時の適 な対応 の活⽤ ら ます。 
本 では、 までに発 した災害時の な対応に けたデータ連携の有 に関する

についてとりまと ました。台⾵・ ・ 害な の事例から データ連携の として、
データ連携する に 要なポイントを しています。また、 の関連情報には防災科学技
術 の関連する取り組みを参 しやすいよ にまと ました。 
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(1) 台⾵ 15 号による な 害 
令和元年 9 ⽉に⽇本 を た台⾵ 15 号では、 において、最 ⾵ 35 9 （ ー

トル ）、最 間⾵ 57 5 を する 、 の で の最 ⾵ や最
間⾵ を する な ⾵に⾒ わ ました。 

の台⾵ 15 号では、 を に 害 、最 約 93 、おお の
（ ーク時と して 99 ）にかか た時間は約 280 時間と、 年の 害
の では最も した 害となりました。1

台⾵ 15 号による した は 々です 、 な としては、 な ⾵にと
もな ⽊や 物によ て の や り、 による とても か た
と ら ます。また、 ⽊の発 は、 の とな た けでな 交通の ともな
り、 ⽊で り 難な の 害 や 作 には時間を要する とにもなりました。

り 難な では を 分にお な と できなか た とによる、 ⾒通
しの 表 、 の や 情報 していた とにより、 以 の 害状況
らかになるにつ て、たびたび ⾒通し るな の事 も発 しました。なお、
会 の発表では している とな ているものの、 の や な を
に⾒てい と ていないと るとい については、いわ る
として報 ました。 

1 産  ネル ー  台⾵ と 〜 から える の ジ ンス（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） 
: o o o o o o oo  

1 までの台⾵ 害における の
（ 産  ネル ー  台⾵ と 〜 から える の ジ ンスより） 

― 2 ― ― 3 ―



4  

(2) データ連携の  
台⾵ 15 号における の きな とな た ⽊の 題は、 会 けで対応できるもので

はな 、 作 を担 や 者、 者で る ⽅ 体、 の の
有者な 、 の関 者との連携 要となりました。 

の としては、 表の和 の事例のよ に、平時から ⽊ に関する 分担
を してお とで、災害時 けでな 、平時の事 な の対 も てやす なりま
す。2

また、 分担の と合わせ、災害時の な ⽊ に けては、 ⽊の状況
できるよ 、各事 者 取 したデータを連携し、関 者間で共有する と 要となり

ます。 

  

2 ・ 産  ネル ー 台⾵ と 〜 から える の ジ ンス（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） 
: o o o o o o oo  

表 1 和 と関 の災害時における 作 の連携な に関する協
（ 産  ネル ー 台⾵ と 〜 から える の ジ ンスより）
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ジ ンス ロジ クトでは、防災科 ⽤する に約 20 間 で
配 た （モウ ス）や に 2〜10 間 で配 た

（ ネット）によるデータと、 間 の 関 有する 動データを
合により、 の 動を に するた の 開発を進 てきました。 

2011 年に発 した ⽅ 平 を対 に、防災科 のデータと ガス 会 に
よる ルタイム 防災システム（ 、シ ー ーム）によるデータを
合した を します。 では ガス 内に約 1 2 に 1 とい で

計 、 時のガス の 動 やガス の 害 な を ています。官
のデータ 合により、 の わ てい や き ている （ の ）な
に になります。 々な 関 有する の データをもとにした の情報

ルタイムに利⽤ にな 、イン な の 害 や災害対応に 要な意 な
の情報をもとに えるよ になる と ます。 

  

防災科 と のデータを 合
したもの（ ）と防災科 のデータのみ
のもの（ ）を す。 

2 2011 年 ⽅ 平 の の の のスナッ シ ット
（ o    2021  o 16 o 4  684 699 より ⽤）
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(1) 台⾵ 19 号による な 害 
令和元年に発 した台⾵第 19 号は、10 ⽉ 12〜13 ⽇にかけて、関 、 ⽅に 、発

した や台⾵ の た の で、 や新 、関 ⽅、 ⽅を に
い で な となりました。 

報も 13 に発表 、 ムの 流や の 、 で 140
の 防 、災害 の適⽤団体も 14 390 に るな 、 て にわた
る な災害となりました。 

  3 台⾵第 19 号の による の 発

4 の 状況
交通  の 会（第 回） 台⾵ 号による 災状況と今後の対応について  

（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ）より ⽤（ : o o o 001317859 ） 
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(2) データ連携の  
台⾵ 19 号においては、⽔害とい た を で 害 発 した とも り、内閣

官 官 を る 令和元年台⾵第 15 号・第 19 号をは とした 連の災害に る
検証 ーム 3においても、 規 避難の実 の から課題 ら ています。 

のよ な課題 に けても、平 時に連携体 を するとともに、避難状況
に、かつ、 に できるデータの取 、関 者間での共有 要となります。 

5 4 規 避難の実
課題と事実関 ・  

⽔ かつ に及び、 以 の 避難 要となる 規 避難につ 
いては、避難 時間・ ・ に及 た 通 の避難対応 のまま適⽤でき 

、 の課題 る かりか、関 関 にわたるた 、 らの課題 に 
み合 ている。 
台⾵第 19 号での 避難対応（ 流 、利 流 ）を通 て ら た ⾒は以 
の通り。 

・当 ていたタイ ン より て、 48 時間 を てから共 検討開 の 
に した（本 は、 72 時間 から、 避難のた の関 体において 

共 検討を開 する で た 、 以降に共 検討開 の に した 合の 
対応 ていなか た）。 
・ の計 の により、 ていたタイ ン での 避難開 では、 動 

の 難な状況で た（ 24 時間 での 避難開 との に対し、  
18 時間 から計 実施 た）。 
・ での 災 る 合、避難 を す と 難で た（ 避難 につい 
て検討 で た 、事 に け の 体を ていたとしても、当 体の 

の避難 ⾒ ま た）。 
7 6 ⽔ ・ 災害 における 害

課題と事実関 ・  
（ ⽔ について） 

台⾵第 19 号においては、 ⽔ る を 交通 ・ 府 事 す 
る とと ている （ ⽔ 報 及び⽔ ）以 の 府  

し、 に 害 た。 
のよ な においても、 府 に を実施し、 ⽔時に ⽔  

る を している例や、 ードマッ に ⽔実 の情報を して 
いる 合は るものの、取組みは 部の 府 及び に ま ている。 

のよ な においては、 ⽔時に ⽔ る の を 進するた 、  
、 ー ー を⽤いて に ⽔ を する の開発 わ ている 

3 令和元年台⾵第 15 号・第 19 号をは とした 連の災害に る検証 ポート（最終とりまと ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ）より 
者 : o o 1 oo  
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(1) 令和 2 年 12 ⽉集 降 による な 害 
令和 2 年 12 ⽉、⽇本 は い の 配 き、 ⽇本から ⽇本の⽇本 では、
い 降 ており、14 ⽇からの降 の合計 2 ートルを える を しました。 

の集 降 に い、関 動 では、 で した とにより、令和 2
年 12 ⽉ 16 ⽇（⽔）から 18 ⽇（ ）の 3 ⽇間にかけて、最 約 2、100 台の 規 な

発 しました。4

に 時間を要した とで、 に取り た⽅々の や の を
せるとともに、 の 活活動や、物流 る とで 会 活動に な を及 し
ました。 

  

4 今 発 した 規 な について（ 交通 ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） 
: o o o o o o 05 01

5 関 動 における 状況
今 発 した 規 な について （ 交通 ）より ⽤ 
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(2) データ連携の  
規 な 発 時の課題について、学 者を に た 令和 2 年 12 ⽉関

動  集 降 に関する対応検討会の 間とりまと について の で、 関 の通
の 送り ら ています。 のよ な課題 に けても、交通状況・ 状況を関
者間で共有する とで、各 の状況を まえた適 な対応 となります。 

なお、検討会では、 台 の計 ス とい た課題も ら ています 、 の に
けては、 の IoT 技術を活⽤したデータの取 ら 、また、 らの技術を活

⽤する とで、 なる なデータ連携も となります。 
のよ に、今後は、 をは とした IoT ン ーやコネクテッド ー、 には物流
の配送 の 情報の収集により、 をは とした 検 に る 、 間のビッ

データも た連携や技術開発 ます。 
（ 令和 2 年 12 ⽉関 動 集 降 に関する対応検討会の 間とりまと について より 5）
1 令和２年 ２⽉に発 した関 の 規 な
1) 規 な の発 状況と課題

規 な とな た要 としては、関 において 発 していたものの  
できると えていた とに加えて、関 と並 する 17 号でも通 発 し、 の 後も 
事 や な 発 していた とから、 ⽇本としては関 を通 にして
を流 せると、 17 号 らに してしま と えて、関 の通 を 送りにして通

を しよ とした とで る。 
また、 の ・ の ・ に 時間を要した とは、 内に きた交通  
害は  ⽇本内の 組 で するとい 意 、かつ に対して 災害 発
しているとい し 、関 関 災害としての情報発 できていなか た で る。関  

関においては、利⽤者な からの に対する い合わせ 、各 関でも事 に  
たものの、  ⽇本新 からの情報 ない とで 状況 でき 、各 関  

連携した な ・ の 動対応に てしま た。 
らに、 状況を する要 や の から 情報 し、 ⽇本

新 においての 台 の計 ス た とや、 の 体 者 の 、
応 者を に活⽤できなか た により事 を せた とも課題で る。 

  

5 令和 2 年 12 ⽉関 動  集 降 に関する対応検討会の 間とりまと について（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） 
: o o o 210331 o o  
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(1) 災害時に連携している 間データ 
防災科 ⽤する防災クロスビ ー（ : o o ）、内閣府と実施している

I T（I o o  o  T ：災害時情報集約 ーム）においては 々の 間データ
とも連携しています。 

防災科 連携した 間データの 表 なものは以 の通りとな ています。 
なお、I T のデータは、災害時の な情報活⽤並びにデータ の から、 状、災害

関 者のみ活⽤ なデータとな ています。 

イン ：通 実 情報、 交通情報、ガス ・ 状況、携 通 状況 
活⽤データの 体例（通 規 情報） 

・ TI の 規 情報の配 （ スコ I o ）を防災科 し、災害発
時に I T IT にて表 しています。 
： 、ドローン 、 ル  
： ⽔・ ⽔情報、 、 害 

： o （ に 物ポ ン） 
活⽤データの 体例（ o ） 

・ TT イン ネット 会 の o 。通 で したデータは
に 開する を るの 難しい 、 な 約を する とで災害時には し

たデータを活⽤し 開する と とな ています。 に 物ポ ンを い 災
に ま る 物 の集計な をする とで 害規 の な に活⽤しています。 
参 ： データから 災状況を る 
（ ） 

ビッ データ： 流データ、 動 ローブデータ 
活⽤データの 体例（ o ） 

・ 会 oo から 規 災害発 時に 流情報を I 4 に対して 提 実施
ており、I T IT でのみ活⽤ です。 

・また、2021 年 11 ⽉より官 開発 ロ ム（ I ）で開発 た
た 流データも I 4 に対して提 開 る です。 

の ： ⽊ 害状況、 体 、  

⽔・ ⽔情報、 、 害は 開しているものです 、 開 体者に
よ て な り ー マ ッ ト の わ て い な い た ン テ ィ 団 体 2

（ : 2 ） 収集集約して ー ンデータ したしたものを利⽤しています。 
に、⽇本防災産 会議とは、2020 年 9 に会 参加による ン イン災害情報利活⽤

を実施し、 の に 時の 情報を  I  で共有する 、 々な取り組み
を ています。 

本 の はい も 2021 年 12 ⽉ 15 ⽇
― 10 ―
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(2) 災害 の連携事例 
では、防災科 の災害に対して の 間データを連携したのかを災害 で

紹介します。 

府 部を とする  
・通 実 情報：IT   
・ 交通情報： TI  
・ガス ・ 状況： ガス 
参 ： 府 部を とする における情報 活動 災害時情報集約 ーム

（I T）として の 事例（
平成 30 年 7 ⽉  
・各 体 から発表 る ⽔情報を防災科 ２名×60 ⽇間 して作成 

参 ：平成 30 年 7 ⽉ （ ⽇本 ）における 府 に及 ⽔・ ⽔・
情報の 活動（ ） 

令和元年台⾵第 15 号 19 号 
・ ： スコ、  
・ドローン ：  I  
・ ⽊ 害状況 ：携 （ ）、 TT ⽇本（ ） 
・ ： 携 （ ）、 TT ⽇本（ ） 
・ ⽔・ ⽔： 2  
参 ：I T による災害情報の 合と共有 令和元年台⾵第 15 号（ 台⾵）および

台⾵第 19 号（ ⽇本台⾵）の事例
（

参 ：I T による災害情報の 合と共有 台⾵第 19 号（ ⽇本台⾵）の事例  
（ ） 

参 ：令和元年 台⾵における  の災害対応活動 
（ ） 

令和 3 年 7 ⽉  
令和 年 ⽉ においては つの 間データ 開 、 の活⽤ ましか たた
、 の 開 を します。 
・ 内のコン ル事 者 ドローン を し、 間情報 ンターに

2021 年 7 ⽉ 3 ⽇ 災害動 として ー ンデータ 、 ク イ
シスマッ ー ・ジ ン 災害 ル として ー ンデータ  

・ 会 テ ・ ドローン 共通状況 （ ースマッ ） を 開。 ー ンデ
ータとして 開は なか たた 、利⽤時に 要 

・ ⽇ の （ 災 ）を 開。当 は利⽤時に
要 た 、後⽇ ー ンデータ  

本 の はい も 2021 年 12 ⽉ 15 ⽇
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・ ジ 流災害 害状況(2021 年 7 ⽉）を 開 
体 データの利⽤は、 ⽤ 約 に 意、 の 利⽤には ⽤

要 

令和 3 年 8 ⽉  
・ 害： 2  府 の発表する 害情報を ンティ 組 の 2 ー

ンデータ し、防災科 防災クロスビ ー に活⽤ 
・ ⽔情報： の 害報から収集 

防災科 は各 や⽔ 事 発表する情報を集約している 、発表⽅ 、デー
タの な かなり で な かかる。 を するた に、

発表する 害報（ ）から するよ に り え 

6 までの災害時における活⽤データ事例
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 IoT 技術活⽤分科会において、議 に最も い時間を要した 、 実 にデータ連携 要な に
になる とは か とい 事でした。本 では、議 たデータ連携の課題や、 の を えるた に
平時から てお き⽅ の提案を ています。 に、分科会ではデータの提 にいる会 、デー
タの利⽤ にいる会 参加して頂いていたた 、 から議 し、 する と できまし
た。 

2  

までも、災害時の な対応に けて、 々な官 連携の取り組み みら ておりま
す 、 の課題 ます。 

データ連携に しても、第 1 で した な災害時の から、 ウト ットを⾒ えたデ
ータ ーマットの 、 意 や ⽤ 担も た 分担の 、 会実 に関
する の共有 の課題 ていますので、今後、データを連携してい では ら
の課題 要となります。 

また、有 な情報 連携 にな たとしても、災害時のみでは ま 活⽤ ないとい
た事例も しています。 のた 、 なデータ連携に た ては、⽇ に活⽤しても
ら た の 組み作りにも取り組 と 要です（ らは 2 2 なデータ連携に けた

意 を参 い）。 

課題 ： ウト ットを⾒ えたデータ ーマットの  
・関 者は、 、 会実 時に 要となるデータの を い し、実 な ウト

ットを らかにした で、利⽤する各 データの を まえつつ、データ ーマ
ットを する と ら ます。 

課題 ：意 や ⽤ 担も た 分担の  
・取り組みを に進 てい では、連携する事 者の 意とする分 を まえた

で、適 な 分担を と 要です。 
・なお、 分担には、各々 検討する内容 けでな 、意 や ⽤ 担の も

してお とも ら ます。 

課題 ： 会実 に関する の共有 
・データ連携は、連携 体 ではな 、連携したデータにより、災害時に に有

な情報を提 できるか 要となります。 
・ のた には、取り組み当 から 会実 時の提 イ ージを に いた検討 要

となり、 の には、情報提 内容 けでな 、 した情報提 に けた 会実 時
の ⽤も 要な課題です。 
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まで、災害時のデータ連携を通して た関 者からの （課題）を以 に します。 

表 2 データ連携に関する課題
課題 課題に関する関 者の  

課題  
ウト ットを⾒ えた

データ ーマットの
 

・ のデータ ル ー ると、 ン ル イ 、データ取
の⽅ 、データ なるた にデータの取り い
題 

・データ連携について、 たデータ ーマット る
わけではないので、 ービスとして利⽤する る と

要 

課題  
意 や ⽤ 担も

た 分担の  

・各 の 意なと を ースに の 最  
・ 合会 （ よ なデータを取り 会 ） る 合に

は、 本 に対 な にた て進 てい と 要 
・技術 な 、 合の い とも共有す き 
・データ ル ーと提 者 なる 合、 ら 体となる

か 題 
・ 事 として えたときに、 ⽤ 担を するかとい

を してお と 要 

課題  
会 実 に

関 す る
の共有 

ウト 
ット 

・ を え、実 に連携を した 、 のよ に活⽤し
てい かとい た る ースも いの 実情 

・データ提 、活⽤する 組み（システム ） ても最
終 な利⽤シーン ナロ の 合、成 しない（ 会実
できない） 

・元々提 できるデータは の事 者も て ら るので、
会実 時の ウト ットを に ておいた⽅ よい 

マネタ 
イ  

・ インではな 、 ⽤対 や な ターンを え
てお と 要 

・ 利⽤に た ては、 のよ な で利 を でき
るかとい た 組みの を  

平時 
の活⽤ 

・平時の時から取り組みを進 てい 要 る 
・通 時から てもらえる 組みで災害時に り わるとい

た内容 要で、 状 と、通 時はコロナ情報、 時
は災害モードに り える 、平時の い⽅ 要 
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2 2 な  

2 1 でも ました 、データ連携は、 時に実 できるものではな 、 連携するデータ
の を し、 してお とで実 るものです。 

に防災データに関しては、災害時に で利⽤ る と 、災害 発 してからで
は、 分に のデータを てる と できませ 。 のた 、 では、 平時の取り組み
と データ連携に関する取り とい た 2 つの から なデータ連携に けた 意
を取りまと ています。 

2 2  

(1) 組 内での取り組み
部 や担当者しかデータ連携の内容を していない 合、災害時では の

てしま と ります。 
マ ル や平時からデータ連携 を実施するな 、災害時以 でも利活⽤する とで、

組 内でデータ連携を せる と ら ます。 

データ利⽤  
・ な防災 において、データ連携で収集した情報を活⽤した 作成を な 、

平時よりデータ利⽤を実施し、災害時でもスムー にデータ連携 できるよ にマ
ル を える と 要です。体 の に の作 要となり、
するた の 要です。 

・ 防災データを平時の に活⽤する と でき 、より なデータ連携を実 する
と できます。しかし、防災データの な平時活⽤については、利⽤コストに⾒合
た活⽤成 の 難で り、今後もより の ース ース ら ます。 

データ提  
・ な によ て、災害時でも したデータ提 できるよ にデータ収集

や体 を する 要 ります。 
・ 災害時に で取 ・ たデータを提 する 合は、 に の を と

要となります。また、 らか タデータの を し、 やかに のデータの
元を らかにできるよ する と 要です。 

(2) 組 を た な取り組み
災害の発 時および発 は なり、対応する に応 た 々な ース ース 発
します。 

⽅ 共団体な 、 に した対応をする 関においては、災害対応の を る
と 災害対応 の に するた 、データ連携の ース ースの 実と共有は平時にお

ける に有意 な活動といえます。 
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データ利⽤  
・ データの活⽤事例について、 ース ースとして 共有する とでデータ連携を 進す

る と 要です。データ連携の 進により、より の有 なデータ 流通し、災害対
応 の に る ととなります。 

データ提  
・ 新たなデータの収集や利活⽤ について活発に ース ースを発 し、データ連携

の活 を担 と 要です。 

2 2 2  

(1) 利⽤
連携するデータの内容によ ては、有 約によ て利活⽤ となるデータも する

⽅で、災害時には の 会 意 からデータの利活⽤ となる ースも ります。 
災害時に 有 約を びす ま連携を開 せるとい とも 難 るた 、

活⽤ 会の ない平時のデータ利活⽤⽅ 、 約に関する 要となります。 

データ利⽤  
・ データの 約 を し、適 な有 ・ 利⽤ 約をデータ提 者と 要 り

ます。 
・ に利⽤状況を し、 要に応 て 約を⾒ す とも 要です。 
・ 災害時に で利⽤したいデータ 発 した 合、 に 約する と できる体 やル

ール作り 要です。 

データ提  
・ 災害時に で取 ・ たデータを提 する 合は、 約に時間 かかり利⽤でき

ないとい た ース るた 、 約より した利⽤や、 な 約体 や
表な を⽤意するとい た事 の 要です。 

・ 災害時には 会 要 にともな 有 から の や利⽤ の を と
い た、 な 約体 を してお と 要です。 

(2) 利⽤
連携するデータの利⽤ については、 開や 開 、 してお と

ま ます。 で 災害時の に応 て の る利⽤ を する とも
ら ます。 

データ利⽤  
・ データの利⽤ を らかにし、 約に 適 な利⽤を する と 要です。災

害時に 利⽤ の を検討する 合は、事 にデータ提 者との合意を る 要
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ります。 
データ提  

・ データの利⽤ を にし、提 者の意 しない利⽤ で ⽤ ないよ にする
と 要です。 

・ 災害時に 会 要 にともない 利⽤ を する 合は、 の 内容や につ
いて にし、平時には元の利⽤ に すな とい た 動 な利⽤ を してお

と 要です。 
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本 では、IoT 技術活⽤分科会において、実 に取り組 でおら る事例紹介を いました。 の
で、取り組 の参 になるものをご紹介しています。 

学 々⽊ の取り組みは、 のデータを活⽤して、災害時の状 を し適 な施
検討を にする概 モデルの取り組みです。 府はスマートシティや ース ジスト 、 間 I

な の取り組みを ており、 間データのモデル 進 でいます。今後、 た 間データを
⽤いた防災や災害時の な において、 の概 モデルは 参 になる と います。 

また、 通は 分 とデータ連携する に に 要となり、コストと時間 かか ていた
課題を するた に、各分 のデータ連携 を してデータ連携する取り組みを紹介していま
す。 のよ な取り組みは I や I な でも⾒ら ます。データ連携とい と、デー
タ イク（データの ）を する を えるもの いのです 、データの流 る⽔ を す
る発 要で り、 つの を えています。 

に、 の例は、 ト とい の に る に対して 体 体 に取り組 でいる
事例で り、 間 とのデータ連携を 進している 例ではないかと います。 に加えて、最新
技術の紹介もまと ました。共通 、計 のデ イス、 コン ータな 防災科学技術

の取り組みを紹介しています。 
実 の ース ースは取り組みの 体 の参 になります。 らの取り組みを参 にして、 の

取り組みの 体 進 ら る事を しています。 

な  

（  ） 

災害に する な 会の状 を する み 、 の防災関連 において、IoT
の進 を 提として わ ています。 

災害時の状況を する とは、 ・ な 害を えるた に、 ・回 の ・
術を する えで に 要で、 のた には ・ の かせない状況に り

ます。 
しかし、 のた の モデルの は、平時のデータを ースにせ るを 、 時

の の 動はモデル 難で、 の 合には、 に いた対応 な てきました。
に たよ に、 ルタイムの データ 活⽤できるよ にな た今⽇、防災・ 災

を通 て ・ な 害を最 するた には、 ルタイムの を活⽤した の動き
の を とで、 々な 害を最 する と ら ます。 

で、 学 々⽊ では、 の⽅ として、 クロ 動モデルに
シ ーシ ンと、 ルタイムの データの 合による、状 と の を
開発してきました。 
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(1) の 要 の と課題 
災害による 害を最 に えるた には、 の の を する 要で る

とは以 より てきました 、 の ードル りました。 
つ は災害時の の 動 、例え イ ス・ ー ン イ スな の
イ スな の 動 の は進 できました 、 体 な災害時の 動モデルは、 ⽤

最 な の通 時の 動に もの と でした。 
つ は、 動の で り、 体 な災害時の 動データの は な 、災害によ て状

況 なるた 、 る災害時のデータを の災害に に当ては る とも難しい状況でした。

(2) モデルの  
しかし、IoT によ て の 々な状 にな てきた とから、 モデルの

開発 まりました。 
々⽊ では、データ の概 を ースに の開発を ており、 の 本 な⽅

は と の り しによる な ータや状 の 新となります。 の概 を
に します。 

のス ームの は、 の を⽤いて、 の に 発 したとしても、 ル
タイムの に合わせて ータの 新を い、 状の を た えで の を実
施する とです。 

の ームは、スマートシティな 、データ ット ーム と の モデル
との 和 い とから、今後の発 できると えています。 

(3) 体 な取り組み事例 
の概 モデルを応⽤して、災害事例としてコロナ において発 た、 事 に

よる の動きの を した事例を します。 
23 を対 に、 のよ な 動の たかを、 の動きの データで る

T データを⽤いたモデルに いて、 23 をデジタル に したネ
ット ーク でシ ーシ ンを実施しました。 

7 の流
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らにコロナ での の データで る、ドコモ・イン イトマー ティン 提 する、
を 計したモ イル 間 計の ルタイム のデータを データとして活⽤し

ました。 によ てコロナ での の の動きの を シ ーシ ン 実施
、⽇々の を活⽤して、コロナ の の動き ました。 
なお、シ ーシ ンには、 なデータの取り み・ 要で た とから、
会 Quemix の コン ータの活⽤も今後検討していきたいと えています（ らは
3 2 コン ータの活⽤ を参 い）。 

  

8 流シ ーシ ン
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(4) 今後の  
のよ に、 のデータを活⽤して、災害時の状 を し適 な施 検討を にするた

には、 をデジタル に する技術、 やモ の動きを するシ ーシ ン技術、
らの を担 する データの 実 かせませ 。 

らを つの ット ーム に 開し、データ 合技術の発 と の技術の
を る ととなります。 

今回、例として を データに⽤いました 、 ネット ークデータ デジタル
に 、 ローブ ー に て ンク の データの ルタイム

を⽤いた 交通のシ ーシ ンや、 降 の動きを したデータによる 規
内の の流動シ ーシ ンな 、 々な の において適⽤ で り、ク ウド
の デジタル や、 の 々な に か た 々な ン による状 の データの

、 コン ータをは とする計 の な 進 とによ て、災害 で
る⽇本において、 害を する 災害マネジ ント としての発

ます。

10 データ連携 ット ームイ ージ

  

デジタル都市基盤

融合技術 リアルタイム観測 シミュレーション
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(5) まと  
災害に する な状 においては、 状 に いて計 たもの 、 しも

有 では りませ 。 
で、 までは に いた対応 な てきました 、 ルタイムのデータ 活

⽤できるよ にな た今⽇、防災・ 災、 らに な 害を最 するた には、 ル
タイムの状 を した えで、 学モデルを⽤いて、 状に いた な を
と ら 、 によ て 々な 害を最 する施 のシ ーシ ン になりま
す。 

しかし、 の 学モデルは 時のデータに もので り、 時に適 に できる
とは らない とから、 学 々⽊ では、 の⽅ として、 クロ 動モ
デルに シ ーシ ンと、 ルタイムの データの 合による、状 と

の を開発しました。 
例え 、 流に関しては、携 データに いた の分 の ルタイムデータ

と、平 時に収集した 動データに 動モデルを 合 せ、 状 モデルの ー
タを 時の データを できるよ に する を開発しました。 

また、災害時に 題となる な の 題に対応するた に、 ネット ークの状 を
計するモデルも開発してきました。 本 な え⽅は、シ ーシ ンモデルは 本 な
動を するもので り、 々な をイン ットとして する 、 の は ータ
に する。 の ータ 状をも ともよ するよ に ブ ーシ ンすると
い ものです。 

体 な例で たよ に、 流に関しては、 年のコロナ による 流の きな につ
いて えてみました。 では ー ント ッ 2018 年に実施 、 に

いた の 動シ ーシ ン になりました 、 実の 動は のシ
ーシ ンとは しませ でした。 で、 モート ークを ータとして、シ ー
シ ンの や の ルタイムの 計 データをもとに し、 の に
いシ ーシ ンを実 し、 によ て、 の の の年 の の で
しているのか、 らには通 な も 計 で り、 施 の有 な を す
と になりました。 

に関しても、 ローブ ーと る 状 を し、かつ ルタイムに利⽤
にな てきた とから、 をマイクロシ ーシ ンに して、 ータを

ルタイムに する とで、状 の を せる と できます。 
に、 き 時間 に るで 交通 の を⽤いて、 した ータを⽤い

たシ ーシ ンにより、 実のデータを したシ ーシ ン になり、 々な
施 検討の ースを提 する と になりました。 

  

― 22 ―



23  

2 （ 会 ） 

防災分 での情報活⽤については、災害時において 合防災情報システムや I 4 を活⽤し、
災害情報を集約、 して災害対応 関に提 するな 、 の進 ⾒ら ます。 

しかし、 今の する 災害や、 会、デジタル 会と進 で、災害発災後
の な に活⽤するた 、 間データを の 体で活⽤する とは とな てい
と えら ます 、災害時に 間データを活⽤するた には、分 間の な の配 す

き事 や課題 ります。 
て、災害時でな ても、 までの 内や分 のデータ連携においては、

てもデータ活⽤は分 内に た状 でした。 
のよ な状況を打開す の な ています 、 の で 通も参 してい

る I （ イ ーシ ン ロ ム）で取り組 でいる分 間データ連携 の取り
組み概要について紹介します。 

(1) と概要 
デジタル の な進 ・ 進 、データは ・ ・ の で るととも

に、課題 進 で る⽇本の 会課題を する り と けら ています。 
また、 として る きデータ 、 情報 、 間で活⽤す きデータ 、データの
に応 て、データの適 な い ら ています。 

o  5 0 を実 するた には データ える と（デジタル インの実 ）、 データを
コントロールできる と、 して える と と（ 間 のデータ利活⽤））、 ステーク
ル ー 連携し新たな を する と（新たな の ）、 要とな てきます。 

なデータを活⽤して新たな を するた には、 データ連携 と を 利活
⽤した ービスを提 する ット ームの となります。 ット
ームとはデータ連携 （ ール）、利活⽤ とデータ連携に 要なルールを提 するもので
す。 

のよ な から平成 30 年から I 事 において分 間データ連携 の を開 し、
の ⽤を 組 として、 団 データ 会 進協議会6 令和 3 年 4 ⽉に 、

データ連携を す ット ームとして T 提 る ととなりました。7

(2) 分 間データ連携 の概要 
までは、 内や分 にデータ連携の ても、データ活⽤は分 内に

た状 で た。 のた 、 分 と連携するには、 に 要となりコストと時間
かか てしま ていました。 で各分 のデータ連携 を してデータ連携するた の

・ ービス を する とで、 の分 のデータの 発⾒ 、 約 、 に取 する
とを実 とします。 

6 団  データ 会 進協議会（  o  ： ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） : o o  
7 2021 年 6 ⽉ 18 ⽇ デジタル 会の実 に けた 計 （2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） : o o o
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                       :  

(3) 体 な取り組み事例 
⽇本 災以降、 の に けて、 合での の 進 ら 、

らを活⽤する各 の の開発 進 ら ています。
今後 り る に けた 害 対 をより に進 るた には、 を概 し

た の活⽤に加え、 ごとに、 の を した スタマイ の
ら ます。

本事例は、 部を対 とし、 学 学 、 学
学災害科学 、 と 通 会 共 で、AI・ス コンな の ICT を活⽤し、

なデータを連携し、 害 に けた の や事 対 の技術検討を ている
ものです。

  12 スタマイ の

11 分 間データ連携 の概要
データ 会 進協議会 技術検討 会 1： I イ ー 分 間データ連携 会 より ⽤ 

（ I イ ー 分 間データ連携 コン ーシ ム作成）
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13 スタマイ の 事 対
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（ ） 

では、 ト を⾒ え、2010 年以降、関 関の情報を に連携する災
害時情報共有 として 災害時情報共有システム を しています。 

まで、 ービス す ール の による からの 災
情報収集体 、 ・ ⽔災害を するた ー ー を活⽤した降 データの収集・
分 体 の 、 マ ン しいもの スト を活⽤した 物 体 な の検証も
実施し、 は、 ー ンデータ（o  o  ） に避難 データを 開するととも
に、 ブン イ ブン・ジ ン ⽤する ブン I とのデータ交換な 、災害に関す
る い情報連携に取り組 でいます。 

  

内での なデータ連携事例

い に けたデータ連携事例

す ール 合 提 システム

ー ンデータ（o o ） ブン I

14 災害時情報共有システムの概要
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2  

2  

では、 で紹介した取り組みや の の取り組みで活⽤ なデータ連携を する
最新事例を紹介します。 

表 3 紹介する最新技術
分  紹介技術 表者 

技術 1
データ連携を す
る共有  

防災 ービス ット ーム 防災科学技術

デジタル ジ ンス ービス 通 会

I （I  ） 通 会

（   ） 通 会  

技術 2
データ取 ・連携を

する計

計  
ブン イ ブン・

ジ ン 会  

計 ・ 計  応⽤ 会  

技術 3
災 害 時 の な

・情報提 を
するシステム

コン ータ 会  

によるシステム ⽤ 
ク ウド ース 

会  
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2 2  

(1) データ連携を する共有  
防災情報 ービス ット ーム（ ） 

の  
防災科 官 開発 ロ ム（   I   

o  o ： I （ ム））において、 なデータと ウ ウを、組み合わせ
る とにより新し 防災に つ い⽅を するた に令和２年 から開発を開 したもの

防災情報 ービス ット ーム（ ）です。 
防災情報 ービス ット ーム（ ）は、 関の防災関連情報や ウ ウ、

間の つビッ データ、技術 ウ ウを 合し、 の意 や災害対応を する情報
ロ ク を提 するもので る。また、 の情報 ロ ク を⽤いた ービスを み し、 の

ービスを⽤いたビジネス ま る とで、 な災害対応の を すた の
な ット ームでも ります。 

データの利⽤  
防災情報 ービス ット ームの やデータの流 、利⽤について に します。 
防災情報 ービス ット ームの利⽤者は、 ら防災情報システムを 有するよ な

と、 有しないよ な となります。 
のシステムを つよ な に対しては防災情報 ービスをデータとして提 し、

システム内でマッシ ッ して災害対応に活⽤ るよ に、各 の防災情報を各 のロ
ーシ ン ット ームに 換して提 できるよ な 組みとしました。 

⽅で のシステムのない に対しては、防災情報 ービス ット ームの
各 の情報 ービス内で、 のデータを し、情報 ービス ー ーデータと防災データ
をマッシ ッ して、意 に 要な情報を提 する 組みとしました。 

データマート  
の防災や災害対応に 要な情報や ールを 介する 組みとしてデータマートを 計し

ました。 
データマートは、 スタマー に対して、各 の防災対 、災害対応に える情報 ロ ク

を提 する。情報 ロ ク の流通を 進するた に、データマート利⽤者は、各 の情報
ロ ク の ン ルを で ⽤する と できます。 して、実 に の災害対応や防

災対 に利⽤した には、利⽤した に応 て利⽤ を 担する 組みとしています。各 の情
報 ロ ク は イ ーとなる から提 るた 、利⽤ は イ ー に
元 るものとなります。 

のよ な に開発と利⽤の イクルを回す 組みとしてデータマートの各 を検
討し、実 を進 ています。 
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15 情報 ービス ット ーム( )の概
（ を とした ジ ンス 合 に するデータ利活⽤に けた連携 報

（ ブ ロ( )）より 
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デジタル ジ ンス ービス 
本 ービスは、 年 、 する 災害から、 や 、 の と 産を

り、より な災害対応 を する SaaS ービスとな ています。
情報に加え SNS 情報な も いデータを災害対応に利活⽤する ービスです。

情報や 4 もの SNS 情報から災害関連のデータを収集し、 々なデータを組み合わせて、
今 で きているかを ルタイムにデジタル で できます。

により、 ごとの 害や対応状況を し、災害時の 害の や 、
な 、 体や の災害対応 を に します。

16 システムイ ージ

17 イ ージ
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I  
デジタルビジネスにおいては、 ービス事 者や利⽤者の または とい た本 情報

（ イデンティティー）を に に える と 要になります。 
のよ な 、 、ブロック ーンを活⽤し、第 者 証した の本 情報を取

に し 開 する分 I の検討 進 でいます。 
通は、ブロック ーン技術を し、分 I の 組みの で、実 に取 を た

ー ーからの や までの取 の実 な から、取 の ⽤ を な で本
情報を に流通 せる技術 I  （I  ） 8を開発しました。 

 
や ているデータを、 ・ ・ で活⽤する とを データの利活⽤（利

⽤ 活⽤） と 。しかし、 に たデータ できるか か（例え 、 情報なら
当 の 意 ら ているのか か ）は、データ けを⾒てもわかりませ 。 

で開発したの 、   （ ）技術9です。 により、利⽤者は し
てデータを利活⽤できるよ になります。 

  

8 I  （I  ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） : o o o 0  
9   （ ）（2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ） : o o o52 0

18 I による本 情報の流通の き

― 30 ― ― 31 ―



33  

19 （ )概要
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(2) データ取 ・連携を する計  
災害時の な対応、今後の 災対 の検討（シ ーシ ンの ）に た ては、

災害発 時の な状況 要 です。
では、データ取 の 実 を る計 について紹介します。 

 
ブン イ ブン・ジ ン、 ブン 、防災科 技術 の共 により、 ブン イ

ブン 内の ブン ATM に 計を し、 を実施しており、計 1 以
の を した 合、 データから 計内で計 を し、データ ンター

に 動通 する 組みを しています。

               

・  
応⽤ 会 では、 や の 状況に関するデータ取 も 実 ら て

おり、 や ン ー ス ⽔の ルタイムデータや、 計による での データ
取 できる や、 に す けで に する な の ルタイムのデータ 取

な 開発 ています。 

  

：防災科 （ T、 、 ）
： 計 ブン イ ブン  

20 T の 計 状況
（2021 4 1  内 52 ）

21 計 状況

23 ン
（ク ポール）

22 ⽔ ン
（ すい ）
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(3) 災害時の な情報提 を するシステム  
災害時における なデータの連携は、 な対応 の実施に け 要な要 となります 、

情報を最適 して ルタイムで提 するた には、 なデータを 時に できる の
要 となります。

では、災害時の な情報提 を するシステム について紹介します。

コン ータ 
コン ータの概要  
コン ータとは、 学の を利⽤して並 計 を実 するコン ータです。
のコン ータでは えの に な時間を要する 題でも、 コン ータでは

い時間で けるよ になる るた 、 ま まな分 での活⽤ ています。
では、 コン ータ（ ）技術を実⽤ ルにした で、 ⽤ ル ム・

ット ームの開発を ています。

学 々⽊ との取り組み  
を 、 かかる災害の において、 と て 関 計 加 実

できる コン ータの計 ーは て な技術です。 
防災の から コン ータに るものとしては、避難 最適 や、 物

配送最適 な ら る。 らの技術の は、 学 には最適 題として ら
ています。

Quemix では、 コン ータと、 のもつ最適 ル ム、 らには ルタイム
で る 交通情報、 流データ、 情報、 ⽔情報を 合 せる とで、避難 最
適 、避難物 最適 を と できると えています。

らには、各 の データ、⽇ データ、 の年 分 、 分 の情報から事
に避難 の最適 を ともできます。

避難 まりにも い状況では、避難物 の配 や において きなコストを
とになり、 は の の を とになるた 、 コン ータを⽤いた避難

最適 も 要な課題で ると え、 会 ブン イ ブン・ジ ンから提 る

24 の コン ータの概要
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⽔情報、 学 々⽊ から提 る 流モデル・ 交通情報を組み で、最適
を ル ムを検討しました。 
ま は、 の イロット 開発として、 コン ータを⽤いた 2 の最適 ル
ムを検討した 、 コン ータと 進 ル ムを組み合わせる とにより、計

の 関 加 実 できる る と ました。
今後、実 のデータを⽤いな ら、 検証 と進 てい とを えています。 

によるシステム ⽤ 
のク ウド ービスでは、 ー を利⽤する に 要な ードウ のス ックや OS

のみを ー ー して利⽤するとい た ービス（IaaS） です 、 ンド ー
ー ービスを利⽤する 合、 ーシ ンは で実施する ととなります。

ク ウド ース では、 までの IaaS から に PaaS による開発を とで、 ー
ドウ から トウ までより の いク ウド るとともに、 に
かかる 間や ン ン コストの最適 につな ります。 

  
25 による 事例
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防災科 では を とした ジ ンス 合 ロジ クト を 2017 年 より 5 か年計
で進 てきました。 

ロジ クトでは、産官学 有するデータを、デ活で共有・活⽤し、 ：共通 の を
して活動してきました。 

のデ活には 8 つの分科会 り、 の つ IoT 技術活⽤分科会 です。 ブン イ ブン・ジ
ンの 会 を に、 間 、 、 者 集まり、活発な活動を てきました。 な ら

コロナ での活動とな て、 部の活動は 通りに実施できませ でした 、 の取り組みは の
防災関 者にと ても つものと え、ガイドブックとして発 する とにいたしました。 

、 、⽕ 、 、 、 な の 災害 発する で、産官学 体とな たデータ連
携と の利活⽤は、関 する 々の 関の けでな 、 （共通 の ）により らに、
会 体の ジ ンスの に するは です。今後、 のガイドブック しでも か る と
を ております。 

ガイドブック作成に ド イスを頂いた 団 ⽇本情報 会 進協会 事 、
ならびに をお いした 協会、IoT 技術活⽤分科会の活動に に参加していた いた関 各
に し ます。 
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付録 

付録 ：  

 
防災科 では 部科学 の 事 として を とした ジ ンス 合
ロジ クト を 2017 年 より開 し、5 か年計 で進 てきました。 ロジ クトでは
も なる も なる を合い に、 から ま た ⾒に き、産官学
有するデータをデ活で共有・活⽤する とで、 の組 の防災 を せる とを

に取り組 できました。( : o o o （2021 年 12 ⽉ 15 ⽇ ）)  

わ は でも有 の で り、 に では 発し、 進
本部 会の によ 、今後 30 年以内にマ ード（ ） ク スの

発 する は 70 と、 ています。 ⽅、 は や
集 した 会 活動の で り、災害に対する を内 しています。 のた 、
で 発 す 、 な 害 る と ます。 防災会議の
対 検討 ー ン ルー の最終報 (平成 25 年内閣府・ 防災会議)によ 、
部 で 7 3 の 、1 の 30 は 6 に⾒ わ 、最 のシナ

では、 者 2 、 ・ は 61 と 害 ています。 ⽅で、2015 年 5
⽉に発 した ⽅ （ 8 1、 682 ） に⾒ら るよ な や 発
では、 は 内で 4 でも の し、 の ータ するな 、事

の や 会 にもつな ります。 の を るた 、 な災害 スク
と対応 の 開発 要かつ の課題とな ています。 

ロジ クトの 成と  
本 ロジ クトは、3 つの ブ ロジ クトおよびデ活で 成 ます。 学分 （ ブ ロ

ジ クト ）では、 の を し、 の で 発 し、 に 表に
するかを らかにするとともに、官 連携 システムの について し

ています。 学分 （ ブ ロジ クト ）では、 防 の を し、 表に した
に 物 や 部 に作⽤するかを しています。 会科学分 （ ブ ロジ ク

ト ）では、対応 の を し、 の規 や 害状況に応 、 に 会や 対応す
きかを しています。 して、 ら 3 つの ブ ロジ クトの有 連携を通 て学
な 開発を 進しています。 
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デ活の取り組み 
本 ロジ クトの最も きな として けら る デ活 は、産官学 からなる協議会

です。2021 年 12 ⽉時 で、71 の組 会 (59 、 体、9 団体)と 16 の 会 いま
す。 デ活 規約のもと、組 会 の から各 の や ブ ロジ クト デ活
事会の となり、 事会および 会を開催しています。 

会 ならびに 会を検討 の の⽅に対しては、発 年 より 開 のシンポジウムな
らびに年 成 報 会を 年計 4 回 し、新 コロナ においては ン イン開催にす
る とで 名規 の に参加いた きな らも、 ⽅ の情報発 ・議 えるよ
をしな ら実施してきました。 

また、2019 年 からは、 なるデータ利活⽤の ・ に けて、会 ー にテーマ
を た分科会を組 （計 8 分科会）し、 の分 での 題 に取り組 間 や

関 を 成 として、 会の ー ・課題 に した活動を進 てきました。
のテーマ の分科会活動において、各分 の 参 と連携しな ら、 会 課題に

26 ジ ンス ロジ クトの 成

27 産官学 の連携に けたデ活の
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対する 体 な ィールドで協議を進 る で、事 成 の らなる 体 を進 ています。 
なお、 間の データの活⽤については、組 会 とな た ・団体 とテータ提

の を交わすな した で、データ取 の 名 にも配 をしな ら利活⽤
の検討を進 ています。 

表 4 分科会
1） 害 分科会 産官学 、 に における な 対応のた

に、 災 における 害 技術を実 する （ ⽇動⽕災 会  か）

2） 集合 分科会 規 災害に対する集合 の ジ ンス の
た の課題と技術を協議する （  か）

3） 活 分科会 災者の 活 の の に する課題と技術を
協議・実 する （ I ジ ン 会 か）

4） 課題分科会 規 災害のシナ と
を検討・開発・実 する （  か）

5） 物 分科会 物 害を るた の 物 に関する技術
課題を協議する （⽇ 会  か）

6） IoT 技術活⽤分科会 IoT 技術を活⽤した による災害対 について
検討する ( 会 ブン  イ ブン・ジ ン か)

7） イン 分科会 規 災害時における交通 関及び イ イン
の に けたイン 関連の情報を収集する
と共に の課題を協議する( ガス 会  か)

8） 規 集 施 分科会 災害時における事 の やかな と 、及
び災害 施 としての を協議する ( 会  成 )

ロジ クトおよびデ活 たした  
2021 年 9 ⽉ 1 ⽇のデジタル の発 な 取り の るなかで、 な取り組

みで たと わ ます。 たる対 としている 災害に関しては、 に約 300 に
・ ている （ ）や、 の 計のデータを⽤いた な
時の の を、 体 な防災対応に びつける 進 ら ました。 以 の ス

クについても、 開 のシンポジウムを に、産学官の連携において 1 年 していた
災害 コン ーシ ムとの連携や、本 ロジ クト の ド ン施 として 進 た内閣
府 I 事 との連動により、 を な ら 間データの利活⽤について協議・検討する

と できました。 らにより、 つの学術 な 分 と ・ 組 、 利団体な
の 間組 の防災 の ー を 合する み 々に のステーク ル ーに け ら
ています。 ルタイムでのデータ連携や、 や にかかわる 情報を データの

い については、 まで してみて 体 た課題 ており、 な検討・検
証 要です。 
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付録 2：活動履歴（分科会開催履歴など） 

IoT 分科会は、2019 年 11 ⽉ 19 ⽇以降、約 2 年間で 11 回開催しました。 
なお、本分科会には産官学合わせ計 16 団体の⽅々にご参加頂きました。 

表 5 IoT 技術活⽤分科会議実施概要
会議名 ⽇時 意⾒交換概要 

第 1 回 IoT 技
術活⽤分科会 

平成 31 年 11 ⽉ 19 ⽇
(⽕)10:00〜12:00 

参加者の取り組み内容紹介し、ビジネスモデル・
システムモデルの情報収集・作成について意⾒交
換を実施 

第 2 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和元年 12 ⽉ 25 ⽇
（⽔）16:00〜17:40 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討と、災害避難に関する課題の共有及び参加者と
の意⾒交換 

第 3 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 1 ⽉ 21 ⽇
（⽕）10:00〜12:00 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討と、参加者の進捗状況の発表 

第 4 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年年 2 ⽉ 19 ⽇
(⽔)15:30〜17:30 

データ利活⽤協議会シンポジウムの最終打合せ
と、配送データを活⽤した事例紹介及び意⾒交換 

第 5 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 3 ⽉ 12 ⽇（⽔）
10：30〜12：00 

データ連携に関する取り組みを参加者から紹介
し、各課題における意⾒交換を内閣府担当者も交
えて実施 

第 6 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和２年 5 ⽉ 21 ⽇
(⽊)14:00 分〜16:00 

共通テーマ部会の紹介と参加者のコロナ対応につ
いて紹介 

第 7 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 6 ⽉ 23 ⽇
(⽕)13：00〜15：00 

データ利活⽤協議会シンポジウムの発表内容の検
討とスマートシティ×デ活の提案及び意⾒交換 

第 8 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 2 年 11 ⽉ 30 ⽇
(⽉)15:30〜17:30 

新規参加者の新技術の紹介及び台⾵ 15 号災害を
ターゲットとした物流モデルや最適ルートの検証
についての意⾒交換 

第 9 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 3 年 1 ⽉ 7 ⽇
(⽊)14:30〜16:00 

台⾵ 15 号災害をターゲットとした物流モデルや
最適ルートの検証においての意⾒交換とデータ活
⽤についての意⾒交換 

第 10 回 IoT 技
術活⽤分科会 

令和 3 年 6 ⽉ 17 ⽇
(⽊)16:30〜17：30 

台⾵ 15 号災害をターゲットとした物流モデルや
最適ルートの検証においての進捗状況の発表及び
意⾒交換 

第 11 回 IoT 技
術活⽤分科 

令和 3 年 9 ⽉ 29 ⽇
(⽕)11:00〜12:00 

防災データ連携ガイドブックの検討および意⾒交
換 

第 12 回 IoT 技
術活⽤分科 

令和 4 年 2 ⽉ 15 ⽇ 
(⽕)13:00〜14:00 

防災データ連携ガイドブック並びに今後の活動に
ついての意⾒交換 
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表 6 分科会参加者
・  
・ 学 
・ 通 会  
・ 会 通交通・ データ ービス 
・ 会  
・ 会 ブン イ ブン・ジ ン 
・ ⽇動 スクコン ルティン 会  
・ マト 会  
・ マト ールディン ス 会  
・ク ウド ース 会  
・ 会 テ ス イ 
・応⽤ 会  
・⽇本情報 会 進協会 
・ ールディン ス 会  
・ 会  
・ 開発 防災科学技術  

― 40 ― ― 41 ―


